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１ 市民からの意見・要望事項に対する議会としての意見 

総務企画防災常任委員会が所管する事項 

〇企画関係 

 

 

※総務、防災に関する意見・要望は出ておりません。 

主
な
意
見
・
要
望 

・足利市の人口減少対策について具体的な施策を示してもらいたい。 

・人が住む土地や、空き家はたくさんあるから、人を集める策を考えてほ

しい。 

・若者が定住するような取り組みをしてほしい。職場の確保をお願いした

い。 

・婚活に力を入れてほしい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 人口減少は、多くの自治体が抱える共通の課題である。上記の項目は、

足利市の人口増加の実現に欠かせない要素であり、本市を含む多くの自治

体で様々な対策に取り組んでいる。 

 また、日本全体の人口が将来にわたり減少を続けることが予想される

中、近隣市で住民を取り合う都市間競争という課題も生じている。 

 空き家対策や土地の利活用、若者の就職先の確保や婚活などの政策を、

それぞれの担当部署が縦割りではなく横断的に取り組み、また、行政だけ

でなく民間や地域と協働し、それぞれと密に連携を図りながら人口減少対

策に取り組まれたい。 

主
な
意
見
・
要
望 

・小俣の現状と未来の展望はどうなっているのか。まちづくり等に生かし

たいし、総合的に夢のある政策をお願いしたい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 小俣は地域特有の問題を抱え、その地域に暮らす方々は地域の現状と将

来に不安を感じている。 

 将来に向けて明るい展望を描くことができるよう行政と議会、地域が連

携・協力してまちづくりに取り組まれたい。 



3 

 

〇議会関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主
な
意
見
・
要
望 

・議会を見に行くことができないので、ＤＶＤ等にコピーして配れない

か。 

・インターネット配信の予算はどのくらいかかるのか。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 上記の意見は、議会の傍聴やケーブルテレビで放映といった現在の手段

ではカバーできていない方々からの意見であり、議会の活動を知るための

手段を増やしてほしいという背景があると考える。 

 本市議会では、本会議や常任委員会の映像をインターネットで配信する

など、議会の活動をより多くの市民に知ってもらえる機会を増やしていく

が、こうした意見をプラスと捉え、今後も市民のニーズを的確に把握し、

広報・広聴の両面での充実を図りながら、市民に身近に感じてもらえる議

会を目指していく。 
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民生環境水道常任委員会が所管する事項 

 

〇民生関係 

 

 

 

 

主
な
意
見
・
要
望 

・久野地区は人口が減ってしまう。農用地だから住宅ができないのはわか

るが、保育園がなくなり、小学校は少人数になってしまった。児童手当

や子ども医療費の現物給付等、子育て支援に力を入れて子供がふえるよ

うにしてほしい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 全国的に人口減少と少子化が進む中、まちの未来を担う子供たちが健や

かに成長できる子育て支援の充実は、重要な取り組みの一つである。先進

事例を参考としながら、出産を考えている方や子育て中の方などの多くの

方々の意見も踏まえ、「子育てしやすいまち足利」として広く認知される

よう、本市にふさわしい子育て支援のあり方を検討されたい。 

 なお、子育て支援の実施に当たっては、特にスピード感が必要であるこ

とを念頭に置き、努められたい。 

  

主
な
意
見
・
要
望 

・住民の高齢化に伴い、生活路線バスを充実させてほしい。 

・生活路線バス以外の交通の足について考えてほしい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 少子高齢化が進展する中、本市においても地域住民を取り巻く環境は変

化しており、そのニーズも多様化している。生活路線バスは地域住民の足

として一定の評価ができるが、全ての要望に応えることは困難な状況にあ

る。 

 そうした課題の解決には生活路線バスを補完する新たな交通手段の確

保が必要であることから、デマンド交通を初め、地域住民が主体となった

自主運行バスなど、地域に即した新たな公共交通システムの構築について

研究を深められたい。 
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〇環境関係 

 

主
な
意
見
・
要
望 

・小俣最終処分場はどうなっているのか。小俣最終処分場については早期

解決を目指してほしい。 

・小俣最終処分場が使えないことによる負担が大きい。無駄な出費を抑え

る方策はないのか。 

・小俣最終処分場の件は、小俣全体の問題として考えてほしい。 

・小俣最終処分場の話し合いは、小俣地区の連合会長と、市長と、地主で

行ってもらいたい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 小俣最終処分場をめぐる裁判は審理の場が東京高等裁判所に移された

が、今後の先行きはいまだ不透明で市民の心配も解消されない状況にあ

る。 

 本件に関してはさまざまな意見があるが、何より大切なことは毎日の市

民生活に今後も影響を来たさぬことである。その上で、処分場に焼却灰を

搬入できないために支出される費用等の財源は税金であることを改めて

認識し、土地問題について１日も早く解決が図られるよう対応されたい。 

 

 

 

主
な
意
見
・
要
望 

・新焼却場建てかえや基本構想における地域振興策について、温浴施設や

大規模プールの建設の要望を出しているが、地元意見として尊重してほ

しい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 一般廃棄物処理施設整備基本構想において、現施設の用地及び隣接する

東側の地域が新たな焼却施設の建設候補地とされているが、施設の稼働か

らこれまでの間、地元の方々の理解と協力のもとで施設が運営されてきた

ことは言うまでもない。 

 新焼却施設等の建設・整備に当たっては、地域振興策等について久野地

区環境保全協議会を初めとする地元からの意見を十分検討し、今後も円滑

な施設運営が図られるよう努められたい。 

 

※水道に関する意見・要望は出ておりません。 
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教育経済建設常任委員会が所管する事項  

 

〇教育関係 

 

 

 

 

 

  

主
な
意
見
・
要
望 

・小中学生の学力向上をしてほしい。 

・久野小学校が複式学級になってしまった。以前から久野小学校の生徒数

が 減ることは分かっていたはずであるが、何も対策を施さなかったこ

とはどうなのかと思う。一日も早く久野小学校の生徒数減少への対策を

話し合って、地域に示してほしい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 市内の子供たちが、自分の人生をしっかりと歩いていけるように、子供

たちの「主体性」を育むことが教育の目標であり、私たち大人の願いでも

ある。現在、各学校では、教師が先進地への視察や指導法の工夫など  

「わかる授業」づくりに努め、子供たち一人一人のよさや可能性を引き出

すことに専心している。今後少子化が進む中で、行政側から児童数の将来

予測を積極的に地域へ発信し、学校と家庭と地域が三位一体となって子供

たちへの意欲的な学びの実践、地域が抱える教育の諸課題に取り組まれた

い。 

主
な
意
見
・
要
望 

・歴史のまちであることから、博物館等の整備をしてほしい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 博物館を整備することにより、子供たちが自分の住むまちを知る機会を

得られ、郷土愛を育むことにつながる。また、観光面においても、市内の

回遊性を高める効果がある。しかし、財政状況が厳しい中、新たな公共施

設の建設は困難であることから、空き施設の利活用も含め、行政と地域が

協力して博物館の整備について検討されたい。 
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〇経済関係 

 

 

 

 

 

  

主
な
意
見
・
要
望 

・人口が減ると税金が増えないので、市外・県外から企業を誘致し、人口

が増えるようにしてもらいたい。 

・優良企業を誘致して地元で勤められるようにしてほしい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 現在、本市ではあがた駅南産業団地の開発を進めており、第３期予約分

譲を予定している。今後、更なる市外からの優良企業を誘致するため、  

栃木県と連携を図り、新たな産業団地開発に取り組まれたい。 

主
な
意
見
・
要
望 

・足利市の自然環境は他市に誇れるものである。 

・低山観光など、もっとＰＲすべきである。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 本市の北部には緑豊かな山々が広がっており、風光明媚な環境に恵ま

れ、昨今の健康志向の高まりから低山ハイキングを楽しむ市民も増えてい

る。市外からのハイカーの入り込みも期待できることから、市外に向けて、

本市が誇る自然環境をＰＲするため、広報活動に努められたい。 
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〇建設関係 

 

 

 

 

 

 

主
な
意
見
・
要
望 

・イノシシ、鹿対策をお願いしたい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

 本市の山間部においては、イノシシを初めとする有害鳥獣による農作物

等への被害が深刻となっており、その被害は住宅地にまで及んでいる。 

特に空き家がイノシシのすみかにもなっていることから、空き家対策と 

関連して対応されたい。 

主
な
意
見
・
要
望 

・国道50号に隣接する土地を開発できるようにしてもらいたい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

土地開発についてだが、工業団地の面積が工業売上高となり、工業生産

高がまちの力につながるものである。国道50号は、北関東の主要都市を 

結ぶ重要路線であり、自動車の交通量も多く、本市の発展を支えてきた。  

よって、国道50号に隣接する土地を開発し、工業団地をつくることで、  

新たな雇用と賑わいをもたらし、さらなる利便性の向上と、地域の活性化

に努められたい。 
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主
な
意
見
・
要
望 

・空き家が増えているので、空き家の活用をしてほしい。 

議
会
と
し
て
の
意
見 

空き家については、市の中心部だけでなく山間部においても数が増えて

いる。防犯対策や有害鳥獣対策の面からも空き家の戸数調査、利活用を 

進められたい。 
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２ 参考資料 

意見・要望事項の一覧（※いただいたご意見をそのまま掲載しております。）  

 

〇総務企画防災常任委員会が所管する事項（前ページに記載の意見・要望も含む。） 

【企画関係】 

・足利市の人口減少対策について具体的な施策を示してもらいたい。 

・人が住む土地や、空き家はたくさんあるから、人を集める策を考えてほしい。 

・若者が定住するような取り組みをしてほしい。職場の確保をお願いしたい。 

・婚活に力を入れてほしい。 

・「素通り禁止！足利」シティプロモーションの経済効果と内部評価を知りたい。 

・市民会館にエレベーターを設置するなど、バリアフリー化を進めてほしい。 

（教育に併記） 

・新駅の名称は決定したのか。新駅の足利市が負担する予算はどのくらいか。富田駅は存続

するのか。 

・小俣の現状と未来の展望はどうなっているのか。まちづくり等に生かしたいし、総合的に

夢のある政策をお願いしたい。 

 

※総務、防災に関する意見・要望は出ておりません。 

 

【議会関係】 

・議会を見に行くことができないので、ＤＶＤ等にコピーして配れないか。 

・インターネット配信の予算はどのくらいかかるのか。 

・議会は行政をチェックする役割であるが、その辺が欠けているのではないか。小俣処分場

の件も、議会で議論があったのか。 

・新焼却場整備計画について、市議会議員には今以上に関心を持ってもらいたい。 

 

〇民生環境水道常任委員会が所管する事項（前ページに記載の意見・要望も含む。） 

【民生関係】 

・自治会長の仕事が多すぎる。 

・自治会加入者が減少している。 

・住民の高齢化に伴い、生活路線バスを充実させてほしい。 

・生活路線バス以外の交通の足について考えてほしい。 

・久野地区は人口が減ってしまう。農用地だから住宅ができないのは分かるが、保育園が無

くなり、小学校は少人数になってしまった。児童手当や子ども医療費の現物給付等、子育

て支援に力を入れて子どもが増えるようにしてほしい。 
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【環境関係】 

・小俣最終処分場はどうなっているのか。小俣最終処分場について早期解決を目指してほし

い。 

・小俣最終処分場の件は、小俣全体の問題として考えてほしい。 

・小俣最終処分場の話し合いは、小俣地区の連合会長と、市長と、地主で行ってもらいた

い。 

・小俣最終処分場が使えないことによる負担が大きい。無駄な出費を抑える方策はないの

か。 

・民間処分場建設への懸念がある。小俣北町にある建材業者による不法投棄と思われる廃棄

物置き場の状況は把握しているのか。 

・有害物質が発生するため、野外焼却は禁止になっているが、ダニなどが増加してしまうた

め、「野焼き DAY」を一日つくってほしい。（経済に併記） 

・新焼却場整備計画をはじめ足利市の公共施設整備は中途半端と感じる。今後公共施設の建

て替えについては、他市に誇れる施設となるよう、計画・予算をもっと大規模にすべきで

ある。 

・新焼却場建替え基本構想における地域振興策について、温浴施設や大規模プール建設の要

望を出しているが、地元意見として尊重してほしい。 

 

 ※水道に関する意見・要望は出ておりません。 

 

〇教育経済建設常任委員会が所管する事項（前ページに記載の意見・要望も含む。） 

【教育関係】 

・小中学生の学力向上をしてほしい。 

・生涯学習に力を入れてほしい。 

・久野小がとうとう複式学級になってしまった。以前から久野小の生徒数が減るのは分かっ

ていたのに、何の対策も施さないのはどうかと思う。一日も早く久野小をどうするか話し

合って地域に示してほしい。 

・市民会館にエレベーターを設置するなど、バリアフリー化を進めてほしい。 

（企画に併記） 

・歴史のまちであるから、博物館等の整備をしてほしい。 

・テーマ性を持って足利学校世界遺産登録を目指してほしい。 

・足利学校の茅葺屋根の葺き替えは多大な経費が必要になるため、銅版葺きにしたらどう

か。 

・木村半兵衛について力を入れてほしい。 
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【経済関係】 

・足利には全国展開しているコーヒーチェーン店がない。 

・人口が減ると税金が増えないので、市外・県外から企業を誘致し、人口が増えるようにし

てもらいたい。 

・優良企業を誘致して地元で勤められるようにしてほしい。 

・足利市の自然環境は他市に誇れるものである。低山観光などもっとＰＲすべきである。 

・織姫神社下の公衆トイレの工事費は 30 万円／㎡と聞いている。公共工事の単価は高すぎ

ないか。 

・有害物質が発生するため、野外焼却は禁止になっているが、ダニなどが増加してしまうた

め、「野焼き DAY」を一日つくってほしい。（環境に併記） 

・公設地方卸売市場の民営化に対する補助金が多すぎないか。 

・イノシシ・鹿対策をお願いしたい。 

 

【建設関係】 

・国道 50 号に隣接する土地を開発できるようにしてもらいたい。 

・小俣立体跨線橋、鹿島・山下通りアンダーパスの完成時期はいつか。また、完成予定日を

大きな看板で周知してほしい。 

・焼却場の条件として道の駅を提示したが、足利市の活性化の起爆剤となるような道の駅の

建設を積極的に議論してほしい。 

・道の駅が打開策になると思う。道の駅を拠点にして、そこからバスで旧市街への観光へと

迂回させるのも良いのではないか。 

・インタービジネスパーク周辺に飲食店が無い。トラック等が来ても素通りされてしまう。

飲食店を増やせないか。 

・空き家が増えているので空き家の活用を考えてほしい。 

・農業振興振地域で住宅が建たない住宅が建てられるようにしてほしい。都市計画法を見直

したら良いのではないか。 

・久野地区の人口減少を懸念している。住宅団地の計画等があれば誘致してほしい。 

・用水路の泥さらいを進めてほしい。 

・最近の異常気象で渡良瀬川が増水し、中橋付近で越水した場合、久野地区にも多大な影響

がある。中橋周辺の土手の嵩上げをお願いしたい。 

 

 


